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所信表明をする坂本町長

重岡良典さん

國廣恭子さん

　

9
月
29
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
の
12
日

間
の
会
期
で
、「
令
和
7
年
第
4
回
和
木
町

議
会
定
例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
5
件
、

同
意
2
件
、
認
定
2
件
、
議
案
10
件
、
発

議
3
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
８
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及
び
現
金
出

納
事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
毎
に

毎
月
実
施
し
て
い
る
も
の

報
告
第
9
号

　

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
が
、
和
木
町
の
財
務
に
関
す

る
事
務
の
執
行
及
び
事
業
の
管
理
に
つ

い
て
監
査
し
た
報
告

報
告
第
10
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ

い
て

※
和
木
町
固
定
資
産
税
の
過
誤
納
還
付
及

び
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
：
定
額
減
税
補
足
給
付
金

事
業
の
実
施
に
あ
た
り
必
要
な
予
算
措

置
を
行
う
も
の

報
告
第
11
号

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

※
令
和
6
年
度
決
算
に
か
か
る
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

報
告
第
12
号

　

一
般
財
団
法
人
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公

園
管
理
協
会
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

※
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の

令
和
6
年
度
決
算
、
令
和
6
年
度
公
園

使
用
料
及
び
利
用
者
数
、
令
和
7
年
度

予
算
に
つ
い
て
の
報
告

同
意
第
2
号

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

※
教
育
長
の
重
岡
良
典
さ
ん
の
任
期
が
9

月
末
で
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
い

て
教
育
長
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
同
意
】

第
４
回
和
木
町
議
会
定
例
会

同
意
第
3
号

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
教
育
委
員
会
委
員
の
宮
本
健
吾
さ
ん
の

任
期
が
9
月
末
で
満
了
と
な
る
た
め
、

後
任
の
國
廣
恭
子
さ
ん
を
教
育
委
員
会

委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
も
の【

全
会
一
致
で
同
意
】

認
定
第
１
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
令
和
6
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
議
会
の
認
定
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
認
定
】

認
定
第
2
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
公
営
企
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

※
令
和
6
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
議
会
の

認
定
を
求
め
る
も
の【

全
会
一
致
で
認
定
】

議
案
第
30
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）

※
主
に
国
の
交
付
金
事
業
を
活
用
し
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
工
事
や
前
年
度
交
付
金
の
精
算

に
伴
う
費
用
、
施
設
等
の
修
繕
に
必
要

な
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
令
和

6
年
度
決
算
の
確
定
に
伴
う
繰
越
金
や

財
政
調
整
基
金
積
立
金
及
び
公
共
施
設

等
総
合
管
理
基
金
積
立
金
を
増
額
す
る

も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
31
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

※
主
に
令
和
6
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金

の
確
定
に
よ
り
、
歳
入
予
算
を
調
整
す

る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
32
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
令
和
6
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確

定
等
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
を
調
整

す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
33
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
令
和
6
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確

定
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
を
調
整
す

る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
34
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
浄
水
場
管
理
に
お
い
て
適
正
な
補
修
工

事
を
実
施
す
る
た
め
に
修
繕
費
の
増
額

を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】
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寺山主任主事（左）と原田市長（右）

上空から見下ろした
役場庁舎

昭和 50年 9月 29 日
役場中庭「ホルトノキ」植樹

まちの話題

議
案
第
35
号

　
令
和
7
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

※
和
木
ポ
ン
プ
場
管
理
棟
屋
上
防
水
工
事

に
必
要
な
工
事
費
を
計
上
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
36
号

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

※
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
伴
う
改
正
及
び
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
う
改

正
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
37
号

　
町
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

※
坂
本
町
長
の
選
挙
公
約
に
よ
り
、
町
長
の

給
料
月
額
に
つ
い
て
、
1
0
0
分
の
5
に

相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
38
号

　
和
木
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
国
家
公
務
員
の
人
事
院
規
則
の
改
正
に

伴
い
、
本
町
に
お
い
て
も
子
の
年
齢
に

応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た

め
の
措
置
の
拡
充
を
図
る
た
め
、「
和
木

町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
」
に
つ
い
て
必
要
な
改
正
を
行

う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
39
号

　
和
木
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
本
町
に
お
い

て
も
仕
事
と
生
活
の
両
立
を
一
層
推
進

す
る
た
め
、
和
木
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

発
議
第
2
号

　
岩
国
基
地
に
お
け
る
空
母
艦
載
機
の
着

陸
訓
練
に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
に
つ
い
て

※
今
後
、
米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基
地
に
お

い
て
、
激
し
い
騒
音
を
も
た
ら
す

F
C
L
P
を
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
無
い

よ
う
、
米
国
側
に
強
く
要
請
す
る
よ
う

意
見
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

発
議
第
3
号

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

決
議
に
つ
い
て

※
多
様
な
層
の
住
民
が
安
心
し
て
立
候
補
で

き
る
よ
う
な
一
定
の
議
員
報
酬
が
必
要
と

考
え
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
員
報

酬
と
議
員
定
数
の
検
証
等
、
議
会
改
革
を

考
え
る
た
め
、
決
議
を
求
め
る
も
の

【
挙
手
多
数
で
可
決
】

発
議
第
4
号

　
和
木
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

※
反
問
権
の
適
正
な
運
用
を
図
り
、
よ
り
活

発
で
改
革
的
な
議
論
が
深
ま
る
こ
と
を
目

的
に
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
恵
庭
市
へ
保

健
福
祉
課
の
寺
山
圭
祐
主
任
主
事
を
派
遣

し
ま
し
た
︒

　

派
遣
期
間
は
9
月
29
日
か
ら
11
月
28
日

ま
で
の
2
ヶ
月
間
で
す
︒

  

寺
山
主
任
主
事

　

9
月
29
日
に
恵
庭
市
役
所
市
長
応
接
室

に
て
辞
令
交
付
を
受
け
ま
し
た
︒

　

現
在
︑
企
画
振
興
部
企
画
課
に
配
属
さ

れ
︑
多
文
化
共
生
や
移
住
・
定
住
の
業
務

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
︒

　

ほ
か
に
も
︑
総
合
計
画
や
広
域
行
政
︑

高
等
教
育
機
関
と
の
交
流
な
ど
の
業
務
も

あ
り
︑
市
役
所
の
中
で
も
幅
広
い
業
務
を

行
っ
て
い
る
部
署
と
な
り
ま
す
︒

　

2
ヶ
月
間
と
い
う
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
︑
様
々
な
方
と
の
交
流
や
新
し
い
経
験

に
よ
り
︑多
角
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
で
︑

12
月
以
降
︑
町
で
の
担
当
業
務
に
活
か
し

て
い
く
所
存
で
す
︒

恵
庭
市
へ
職
員
を
派
遣

　

現
在
の
役
場
庁
舎
は
︑
昭
和
50
年
11
月

17
日
に
完
成
︑
同
月
23
日
に
落
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
︒
設
計
は
︑
日
本
を
代
表
す
る

建
築
家
の
一
人
で
あ
る
黒
川
紀
章
氏
で
す
︒

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
築
さ
れ
て
50

年
を
迎
え
る
現
在
で
も
古
さ
を
感
じ
さ
せ

ず
︑
町
行
政
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
果

た
し
て
い
ま
す
︒

　

上
空
か
ら
見
下
ろ
す
と
︑
執
務
棟
と
議

会
棟
に
分
か
れ
て
い
る
庁
舎
が
3
階
の
渡

り
廊
下
で
繋
が
れ
て
お
り
︑
手
を
繋
い
で

い
る
形
に
見
え
ま
す
︒
こ
れ
は
︑
町
民
の

手
の
輪
の
中
に
行
政
が
あ
る
こ
と
を
象
徴

す
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

役
場
庁
舎
は
50
周
年
を
迎
え
ま
す
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吉森靜生さん

渡部社長（左）と坂本町長（右）

櫨木成昭さん

遺族代表の海井さん（左）と坂本町長（右）

山瀬さん夫妻による講演の様子

まちの話題

厚
生
功
労
表
彰

叙
勲﹁
瑞
宝
双
光
章
﹂受
章

　

10
月
1
日
に
櫨
木
成
昭
さ
ん
︑
10
月

4
日
に
吉
森
靜
生
さ
ん
︑
10
月
10
日
に

萩
原
民
子
さ
ん
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
満
90
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
︑
長
寿
の
お
祝

い
と
し
て
︑
町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
よ
う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
萩
原
民
子
さ
ん
は
お
名
前
の

み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
︒

　

10
月
12
日
︑
町
内
全
域
で
一
斉
清
掃
が
行

わ
れ
︑
早
朝
か
ら
多
く
の
住
民
の
方
が
参
加

し
︑
地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
︒

　

町
内
の
公
園
や
広
場
︑
集
会
所
︑
街
路
︑

水
路
な
ど
の
雑
草
や
ご
み
︑
泥
な
ど
2
t
ト

ラ
ッ
ク
約
45
台
分
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
︒

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
︑
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
︒
今
後
も
和
木
町
の
環
境
美
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　

本
年
6
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
海
井
隆
司
さ

ん
が
︑
長
年
の
教
育
功
労
に
よ
り
受
章
さ
れ
︑

10
月
20
日
に
︑
役
場
で
坂
本
町
長
か
ら
ご
遺

族
の
海
井
朗
弘
さ
ん
に
伝
達
し
ま
し
た
︒

　

海
井
さ
ん
は
︑
昭
和
35
年
4
月
か
ら
平
成

24
年
3
月
ま
で
の
52
年
間
の
長
き
に
わ
た
り

和
木
幼
稚
園
と
和
木
小
学
校
の
学
校
薬
剤
師

と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
そ
の
間
︑

1
期
4
年
間
は
教
育
委
員
長
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
︑
教
育
行
政
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献

さ
れ
︑
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
︒

　

海
井
さ
ん
の
多
大
な
る
功
績
に
敬
意
を
表

し
︑
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

10
月
14
日
︑
株
式
会
社
レ
ノ
フ
ァ
山
口

F
C
代
表
取
締
役
社
長
の
渡
部
博
文
さ
ん

が
︑
坂
本
町
長
へ
の
表
敬
訪
問
の
た
め
︑
役

場
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
︒

　

渡
部
社
長
は
坂
本
町
長
に
今
シ
ー
ズ
ン
の

残
試
合
の
勝
利
を
誓
い
︑
町
で
の
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
子
ど
も
の
体
力
向
上
促
進
事
業
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
さ
れ
ま
し
た
︒

　

10
月
16
日
︑
和
木
小
学
校
で
料
理
研
究
家

の
山
瀬
理
恵
子
さ
ん
︑
元
日
本
代
表
で
現
在

レ
ノ
フ
ァ
山
口
F
C
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
山
瀬

功
治
さ
ん
夫
妻
を
お
招
き
し
︑
健
康
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
︒
こ
の
日
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
︑
食
育
を
テ
ー

マ
に
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
料

理
の
大
切
さ
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
︒

町
内
一
斉
清
掃
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

レ
ノ
フ
ァ
山
口
F
C

～
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
連
携
に

　

よ
る
体
力
向
上
推
進
事
業
～

小
学
校
で
健
康
教
室
を
実
施

渡
部
博
文
社
長
が
表
敬
訪
問

︵
故
︶
海
井
隆
司
さ
ん
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まちの話題

町
内
各
地
で﹁
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
﹂

  
中
学
校
体
育
祭

　

9
月
27
日
︑
和
木
中
学
校
で
体
育
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
︒﹁Let’s

challenge!! 

～
自
分
た
ち
の
色
で
輝
こ
う
～
﹂
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
︑
生
徒
た
ち
は
1
0
0
m
走
︑

リ
レ
ー
︑
応
援
合
戦
︑
全
校
ダ
ン
ス
な
ど
︑

各
種
競
技
に
全
力
を
出
し
ま
し
た
︒
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
︑
全
員
が
輝
い

た
す
ば
ら
し
い
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
︒

  

こ
ど
も
園
運
動
会

　

10
月
11
日
︑
和
木
こ
ど
も
園
で
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

園
児
た
ち
は
ド
ラ
え
も
ん
体
操
や
か

け
っ
こ
︑
綱
引
き
︑
お
遊
戯
な
ど
︑
こ

の
日
の
た
め
に
頑
張
っ
て
き
た
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
︒

　

小
さ
な
体
で
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
に
︑

終
始
惜
し
み
な
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
︒

  

わ
き
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　

10
月
13
日
︑
わ
き
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
が
町
内
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

今
年
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
卓
球
体

験
︑
硬
式
テ
ニ
ス
体
験
︑
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
体
験
︑
弓
道
体
験
︑
モ
ル
ッ
ク
体
験

の
6
種
目
を
行
い
︑
約
1
5
0
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
︒

　

開
催
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
︑
体

育
セ
ン
タ
ー
か
ら
蜂
ヶ
峯
ま
で
約
3
㎞

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
︑
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

行
わ
れ
た
硬
式
テ
ニ
ス
体
験
で
は
参
加

者
は
心
地
よ
い
汗
を
か
き
︑
和
や
か
な

雰
囲
気
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
屋
内
種
目
の
卓
球
体
験
と
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
体
験
︑
モ
ル
ッ
ク
体
験
は

ス
タ
ッ
フ
の
分
か
り
や
す
く
︑
丁
寧
な

指
導
が
参
加
者
に
大
好
評
で
し
た
︒

　

さ
ら
に
今
年
は
新
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

サ
イ
ク
ル
を
開
催
し
ま
し
た
︒
パ
ン
の

販
売
も
昨
年
同
様
好
評
で
︑
幅
広
い
年

齢
層
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
︒

　

各
種
目
と
も
︑
終
了
後
に
参
加
者
全

員
を
対
象
と
し
て
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
を
行
い
︑
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
︒

　

参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
様
々
な

年
齢
層
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
た
﹁
ス
ポ
ー
ツ
の

日
﹂
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
︒
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和木中学校吹奏楽部OB会

ボール送りの練習の様子 用意したアイス（1,000 個）は完売しました

和木中学校吹奏楽部

重岡教育長 坂本町長

町
内
各
地
で
﹁
文
化
の
秋
﹂

ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
5
日
︑
文
化
会
館
で
和
木
中
学

校
吹
奏
楽
部
O
B
会
主
催
の
﹁
ふ
れ
愛

コ
ン
サ
ー
ト
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

和
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
︑
O
B
会
︑

大
竹
中
学
校
吹
奏
楽
部
︑
小
方
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
︑
明
る
く

楽
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
︑
来
場
者
は

ホ
ー
ル
に
響
く
美
し
い
音
色
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
︒

　

9
月
28
日
︑
文
化
会
館
で
和
木
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
﹁
歌
と
踊
り
の
発
表
会
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

出
演
者
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

堂
々
と
披
露
し
︑
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
︒

秋
の
蜂
ヶ
峯
は
イ
ベ
ン
ト
づ
く
し
!!

Yam
aguchi Sw

eet Ice D
ream

　

10
月
5
日
︑
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
B
e
e
+

エ
リ
ア
で
和
木
町
地
域
振
興
協
会
主
催
の

﹁Yam
aguchi Sw

eet Ice Dream

﹂
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
︑
来
年
10
月
～
12
月
の

大
型
観
光
企
画
﹁
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
に
先
立
ち
︑
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
の
一
環
と
し
て
︑﹁
ア
イ
ス
を
食
べ
て
︑

山
口
県
を
旅
し
よ
う
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
県

内
選
り
す
ぐ
り
の
人
気
ア
イ
ス
︑
ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
販
売
を
は
じ
め
︑
岩
国
市
の
ご
当
地
ヒ
ー

ロ
ー
﹁
清
流
光
神
ハ
ク
ジ
ャ
オ
ー
﹂
の
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
︑
た
く
さ
ん
の
ご

家
族
が
来
園
さ
れ
︑
ア
イ
ス
と
シ
ョ
ー
を
楽

し
む
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
︒

Fine D
ays

　

10
月
13
日
︑
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
B
e
e
+

エ
リ
ア
で
和
木
町
地
域
振
興
協
会
主
催
の

﹁Fine Days 

～
心
と
体
を
と
と
の
え
る
︑
美

と
健
康
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
～
﹂
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
︒

　

エ
ス
テ
体
験
や
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
の
販
売

な
ど
︑
様
々
な
美
容
に
関
す
る
﹁
美
容
ブ
ー

ス
﹂︑
キ
ッ
ズ
ラ
グ
ビ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
リ
ズ
ム

な
ど
が
体
験
で
き
る
﹁
ス
ポ
ー
ツ
体
験
ブ
ー

ス
﹂︑
無
添
加
・
無
化
調
︑
地
産
地
消
に
こ
だ

わ
っ
た
︑
健
康
志
向
の
食
事
を
提
供
す
る

﹁
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ブ
ー
ス
﹂
が
出
揃
い
︑
多
数

の
来
場
者
が
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ

て
い
ま
し
た
︒

まちの話題

第
21
回 

歌
と
踊
り
の
発
表
会
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　契約当事者が６５歳以上の消費生活相談について、２０２４年度に全国の消費生活センター
等に寄せられた相談の状況をまとめました。
　契約当事者が６５歳以上の相談件数は２０２４年度３０４,１３０件で、２０２３年度と比べ約
２６,５００件増加しました。相談全体に占める契約当事者が６５歳以上の相談の割合も、２０
２４年度は３８.６％となり、２０２０年度以降で最高となりました。
　２０２４年度の相談を商品・役務等別にみると、上位の項目は２０２３年度の傾向と大きな
変化はなく、「商品一般」（不審なメールや電話等）や「化粧品」「健康食品」「医薬品類」（定
期購入関係）が上位となっています。
　販売購入形態別にみると、「通信販売」の各年齢区分の相談全体に占める割合は６５歳～
６９歳が最も高く、年齢が上がるにつれ割合が下がっています。一方、「訪問販売」「電話勧
誘販売」「訪問購入」は年齢が上がるにつれ割合が高くなり、８５歳以上になると「通信販売」
を抜いて「訪問販売」の割合が最も高くなります。

『独立行政法人　国民生活センターHP』より引用　

　高齢者は自宅にいることが多いため、訪問販売や電話勧誘販売を受けることが多くなります。
また、一人暮らしや家族の就労により、一人で対応することが多いため、被害に遭いやすくなっ
てしまいます。
　悪質業者は言葉巧みに不安をあおり、親切にして信用させ、年金・貯蓄などの大切な財産を狙っ
ています。不安を感じることがあれば、一人で決めず、誰かに相談することが大切です。安心し
て在宅生活を送るために、お困りのことがあれば、ご相談ください。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター　：☎５２－２１９６
　　　　　　　　　　　　　　　　企画総務課　　　　　　：☎５２－２１３６
　　　　　　　　　　　　　　　　山口県消費生活センター：☎０８３－９２４－０９９９

　体操や認知症予防の講座を開催しています。
　毎回、認知症地域支援推進員が認知症に関する心配ごと、悩みごとの相談に応じます。個室も
ありますので、お気軽にご相談ください。
　♪認知症を予防したいと思っている方、認知症の方、介護をしている方、

　　話し相手が欲しい方等・・・一緒にわきあいあいと楽しみませんか。♪

【次回のご案内】

オレンジカフェだより

日　時　１１月１７日（月）
　　　　１３時３０分～１５時（時間内　出入り自由）
場　所　コミュニティセンター１階 集会室
内　容　認知症を知ろう！
参加費　無料
申・問　地域包括支援センター　（☎５２－２１９６）

６５歳以上の消費生活相談の状況
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町税収の推移
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（億円）

　町の財政状況を町民の皆さまに理解していただくため、令和７年９月定例議会で認定された令和６年度の
決算状況（一般会計）についてお知らせします。

令和６年度決算 ～一般会計～

収入 総額　4,614,260千円 支出 総額　4,378,951千円

依存財源  51.5％

自主財源  48.5％

（単位：千円） （単位：千円）

収入

●和木町の主要な収入源は町税です。令和６年度の町税は、法人町民税の増収等により、前年度比で３，８４３万円の増収とな
りました。依存財源の割合は、前年度の４１．７％から９．８ポイント増加しました。主な理由としては、地方交付税が増加したほか、
自治体DX推進のための国庫支出金が増加したこと等が挙げられます。
●支出グラフは、町の支出を「性質別」に表したものです。
　物件費には各種委託料が、補助費等には各団体等への負担金等が含まれています。
　投資的経費には、中学校外壁改修工事や緑ヶ丘団地第１棟外構整備工事等の建設工事に係る経費が含まれています。
　なお、義務的経費とは、人件費、公債費（借入金の返済）、扶助費（児童手当や福祉医療費等）といった、支出が義務付けら
れ任意に削減できない経費のことを言います。義務的経費の総額は令和５年度よりも増加しており、これは定額減税補足給付
金事業の実施や児童手当制度の拡充等により、扶助費が増加したことが影響しています。

●令和４年度においては、法人町民税の大幅な増収があったため、近年では町税収が際立って多くなっています。令和６年度
においては、法人町民税の増収により、対前年度比で税収はやや増加し、総額で１４億円を超えています。

30年度

税
収

平成29年度 令和元年度 2年度 3年度 5年度4年度 6年度

支出
義務的経費
42.4％

町税
1,412,375
30.6%

国・県支出金
905,118
19.6%

投資的経費
316,773　7.2%

諸収入等
294,248  6.4%

繰越金
267,022   5.8%

使用料及び手数料
128,138   2.8%

繰入金 135,376   2.9%

人件費
848,856
19.4%

公債費
471,725
10.8%

扶助費
534,265
12.2%

補助費等
549,317
12.5%

繰出金
233,007
5.3%

その他
579,922　13.3%

物件費
845,086
19.3%

地方譲与税等
292,387　6.3%

地方債
115,100
2.5%

地方交付税
1,064,496
23.1%

和木町の財政状況

法人からの税収 法人以外からの税収

8.7

5.1

9.38.9

5.1

10.1

5.1

9.9 9.1 8.9

5.1
5.1 4.8

11.7

5.1

4.8
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※町の貯金は基金とよばれています。

※財政調整基金とは
町税の減収や予期しない
災害の発生等による支出
の増加に対応するための
基金

※その他特定目的基金
・福祉基金
・健やか安心基金
・地域振興事業助成基金
・和木町すくすくこども基金
など

※臨時財政対策債とは

※町の借金は地方債とよばれ、借金の返済額は公債費とよばれています。

0

10
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30

40

50

60

70

その他特定目的基金
減債基金
財政調整基金

簡易水道会計

公共下水道会計

一般会計

●財政調整基金は令和元年度以降、増加が続いていましたが、令和５年度に５年ぶりに減少に転じました。これは地方
交付税が大幅な減収となったことなどにより、財源不足が生じたことが主な要因です。しかし、令和６年度には法人町
民税が前年度比で３，８４３万円の増収、地方交付税は２億９，５００万円の増収となったことなどにより、財政調整基金残
高は再び増加し、１５億１５４万円となっています。
　その他特定目的基金が増えているのは、米空母艦載機部隊配備特別交付金を健やか安心基金やすくすくこども基金へ
積み立てたこと、公共施設等総合管理運営基金の積立を行ったことが主な要因です。

●一般会計の借金残高は、平成３０年度に大きく増加しています。これは、和木こども園整備事業、町営緑ヶ丘団地の建
設事業、岩国市ごみ焼却施設建設負担金など、大規模建設事業の集中によるものです。借金の返済は継続していますが、
その後も町営緑ヶ丘団地第３棟の建設、装束雨水ポンプ場改修事業、中学校体育館整備事業等のために地方債を借り入
れたことから、令和３年度まで借金残高はほぼ横ばいで推移していました。
　令和４年度から、大規模事業に係る借金の返済が開始されたため、徐々に借金が減少しています。一方で、今後は簡
易水道施設及び公共下水道施設の更新や、学校給食センターの整備等に多額の費用がかかることが予想されます。国や
県の補助金等を有効活用し、なるべく借金に頼らない財政運営を行う必要があります。
　なお、令和６年度末における一般会計の借金残高約４４億１千万円のうち、約１７億７千万円を臨時財政対策債が占め
ており、割合として大きくなっています。ただし、この臨時財政対策債の返済額（元利償還金）については、毎年、普
通交付税というかたちで町の収入になっており、財政運営に支障が生ずることがないようになっています。
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　国から地方自治体に交付す
る地方交付税の原資が足りな
いため、不足分の一部を臨時
財政対策債として地方自治体
が借り入れる借金。

町の貯金の推移

町の借金の推移
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　親子のコミュニケーションのための場所を提
供しています。事前申し込みは不要です。
日時　１１月１９日（水）
　　　１０時～１１時３０分
場所　和木 2丁目第 3集会所
　　　（山の手集会所）
参加費　１家族１００円
問　和木町社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

すくすく計測相談会
　未就園児の身体計測を行っています。保健師、
栄養士による個別相談もできます。お気軽にご利
用ください。 Ｂａｂｙ’ｓ カフェと同日開催です！
日時　１１月１２日（水）
　 　　１０時～１１時３０分受付

１１月２６日（水）
１２月  ９日（火）

すくすく計測相談会
Baby’sカフェ１１月１２日（水）

面接相談
子育てサロン「たんぽぽ」１１月１９日（水）

妊産婦サロン（個別）
親子体操

すくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダー

※詳細は下記をご覧ください。

子育て
掲示板 保健相談センター内

（☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター和木町こども家庭センター

すくすくすくすくすくすくすくすく

無料

１１月２６日（水）

①９時～　②１０時～　③１１時～
　　　　　　　　　　のうち１時間程度

妊娠中のこと、産後のこと、子育て中の悩み・不安などなん
でもご相談ください。
ご家族の方と一緒に相談することも可能です。

対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、
　　　その他保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。

子育てサロン「たんぽぽ」
　保育士による、子育て相談、親子遊びなどの催しや、
季節ごとのイベント等を行っています。事前申し込みは
不要です。
日時　毎週火・金曜日　9時３０分～１２時
※行事等で開催しない日もあります。
　ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園（☎５２－２７０７）

地域子育て支援センター

　赤ちゃんと子育て中の保護者同士で交流しなが
ら、楽しい時間を一緒に過ごしませんか？
　すくすく計測相談会と同日開催です！
日時　１１月１２日（水）
　　　１０時３０分～１１時３０分
対象　赤ちゃん（１歳未満）
　　　とその保護者
申込期限　１１日７日（金）（定員１０名）
　　　　　　　　　母子モでも予約できます。
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

母子保健推進協議会主催
Baby’s  カフェ（旧：ママカフェ）

　親子でコミュニケーションを取りながら楽しく
体を動かしましょう！
日時　１２月９日（火）１０時～１１時３０分
場所　地域子育て支援センター（和木こども園内）
対象　未就園児とその保護者　定員１５組
講師　パーソナルスタジオ Bco（周南市）
　　　はぴスポトレーナー
　　　福村紅子先生
参加費　無料
準備物　裸足になれる服装、タオル
申込期限　１２月２日（火）
問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

離乳食の展示あります！

オレンジリボンには
「児童虐待防止」
というメッセージが
込められています。

11月は「オレンジリボン・児童虐待防止
推進キャンペーン」月間です

●児童虐待かもと思ったら
　すぐにお電話ください。

〈場　　所〉  保健相談センター
〈相 談 員〉  助産師　　毛利　弘美　先生
〈申込方法〉  事前予約が必要です。（母子モ）

　　　　　  保健相談センターまでご連絡ください。  
　　  　　　 （☎５２-７２９０）

母子保健推進協議会主催　親子体操
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いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～15：30
13：30～15：30

１１月１１日（火）※毎月第2火曜日
１１月２５日（火）※毎月第4火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

　　　　　　　　※第２・4火曜日
１１月１１日（火）・２５日（火）

１１月１９日（水）※毎月第3水曜日
１１月２６日（水）※毎月第4水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

子どもの定期予防接種 ～母子健康手帳を確認しましょう～

対象　町内在住の方（年齢・家族構成は問いません。）
日時　１１月１９日（水）　
　　　①１４時～　②１５時～　１時間程度
場所　保健相談センター
相談員　臨床心理士・公認心理師
　　　　　　　　　玉田　和子　先生
申込方法　事前に申込みが必要です。
　　　　　保健相談センター まで
　　　　　ご連絡ください。 　（☎５２－７２９０）

「面接相談」のご案内
　臨床公認心理師による面接相談を、毎月１回実施しています。
お気軽にご利用ください。

無料

ご家族の
悩み

ご自身の
悩み

【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　　０８２－２４６－２０００
　　　　　　　 （つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　２４時間３６５日

【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　　０８３－９２１－２７５５（つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　午後７時～翌朝８時
　相 談 料　無料（通話料はかかります）

急な 病気 けがや で救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…

　対象年齢の間は契約医療機関で無料で接種できます。まだお済みでない方は、
早めに受けましょう。下記については、対象の方に予診票等の関係書類をお届けしています。紛失等の際は、
お問い合わせください。

　※接種日において、和木町民であることが必要です。
　※転出日当日から、和木町交付の予診票は使用できません。

麻しん風しん２期

日本脳炎２期

二種混合

小学校就学前の１年（年長児）

９～１３歳の誕生日の前日まで

１１～１３歳の誕生日の前日まで

対象年齢 標準的な接種年齢
小学校就学前の１年（年長児）

９歳

１１歳

問　保健相談センター（☎52－72 9 0）

　１０代からのワクチン接種で予防！
　２０代になったら定期的な検診で
　　　　　　　　　　　　　早期発見！

１１月は「子宮頸がん予防啓発強化月間」

からだ
応援ページ

がん検診の精密検査は必ず受けましょう
　「症状がない」「健康だから」といった理由で精密検
査を受けないと、もしがんがあった場合、診断が遅れ、
がんが進行してしまう恐れがあります。
　早めに医療機関を受診されることをお勧めいたします。

が　ん　検　診

治　　療 次回の検診

要精密検査
異状あり

がん がん以外の
病変 異状なし

精　密　検　査
（保険診療：各自の健康保険証提示）

精密検査不要
異状なし

※必ず受けてください。

問　保健相談センター（☎52－72 9 0）
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温又柔 著
額賀澪 著
中島京子 著
真梨幸子 著
窪美澄 著

金原ひとみ 著
井上荒野 著
石持浅海 著
諸田玲子 著
岩井圭也 著

星野智幸 作、nakaban 絵

かさいまり 作、おとないちあき 絵

あさのますみ 作、かのうかりん 絵
スズキトモコ 作

角野栄子 作、長崎訓子 絵
飯野和好 作

ケイト・ディカミロ 作
ジュリア・サルダ 絵、横山和江 訳

赤羽じゅんこ 作、はらぐちあつこ 絵
あべ弘士 作・絵

森洋子 作

＜CD＞
☆ ネビュラロマンス－後篇－／Ｐｅｒｆｕｍｅ
☆ ＥＰＩＰＨＡＮＹ／ＵＶＥＲｗｏｒｌｄ
☆ Ｗｏｎｄｅｒ！／ 綾香
☆ Ｐｒｅｍａ／ 藤井風
☆ ＴＨＥ ＢＡＤＤＥＳＴ Ⅳ＆Ｔｉｍｅｌｅｓｓ Ｈｉｔｓ 
　　　　　　　　　　　　　　　／ 久保田利伸
＜一般書＞
『煌めくポリフォニー わたしの母語たち』
『さよならの保険金』
『水は動かず芹の中』
『波乱万丈な頼子』
『宙色のハレルヤ』
『踊り場に立ち尽くす君と日比谷で陽に焼かれる君』

『キャベツ炒めに捧ぐ リターンズ』
『「真」犯人』
『登山大名』上・下
『真珠配列』

＜児童書・絵本＞
『うちゅうじんになるみ』
『知ったかぶりをした日から』

『ねこピクニック』

『サンタがふたり？』
『リンゴちゃんのおしごと』

『ぼくのおじいさん』
『ホテル・バルザール』

『図書だよりとひみつのノート』

『しんしんゆきのふるばんに』
『ある星の汽車』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1
2 5 63 4 87
9 12 1310 11 1514
16 19 2017 18 22

24
21

2625 27 2928 29

11月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

23
30

●図書館の資料の検索や予約、貸出資料の延長手続きがご家庭のパソコン
　からできます。 
　【和木図書館ＨＰのアドレス】
　　　http//www.waki-toshokan.jp/

・ホームページにアクセスしてください。
・予約、延長にはパスワードが必要です。まずは、
　図書館窓口で申請してください。

●ご来館の皆さまへのお願い
・資料の無断持ち出しや切り取り、書き込み等は絶対に
　しないでください。
※ 資料は返却期間内にご返却ください。

日時　１１月２９日（土）
 　  　  ９時３０分～１１時３０分
場所　図書館川側入り口付近

ご来館を
お待ちしています。

※袋をご持参ください。

古本バザー開催のお知らせ古本バザー開催のお知らせ古本バザー開催のお知らせ古本バザー開催のお知らせ

読書感想画コンクール入賞作品
展示・表彰式も行われます。
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572

　１０月１６日に第２回社会教育委員会議が開催され、町内の各社会教育施設の利用状況や事業活動等の報告がおこな
われました。
　また、明るく元気なまちづくりをめざして募集した「あいさつ運動」に係る応募作品について、委員の皆さんに審査
していただきました。応募総数は標語２６３作品（小学生１０３、中学生・一般１６０）、ポスター４４作品（小学生１１、
中学生３３）でした。
　審査の結果は、以下のとおりです。たくさんご応募くださりありがとうございました。

【最優秀】 ５年  森下陽葵 さん 【優秀】 ６年  阿品丞祐 さん

【入選】 ４年  橋本麗空 さん 【入選】 ４年  大沢柚葉 さん

【最優秀】 ２年  新谷碧唯 さん 【優秀】 ２年  吉岡彩乃 さん

【入選】 ２年  米良帆望花 さん 【入選】 ２年  高野愛菜 さん

小学生の部 中学生・一般の部

小学生の部 中学生の部

【最優秀賞】　５年   村上永真 さん
　　・あいさつは　人とつながる　あいことば

【優 秀 賞】　３年    野村悠倫 さん
　　・あいさつは　友達つくる　おまじない

【入 　 選】　５年   藤井日向美 さん
　　・あいさつは　思いのつまった　贈り物

【入 　 選】　６年    桒名哲平 さん
　　・あいさつは　みんながわたせる　プレゼント

【最優秀賞】　３年    藤田望愛 さん
　　・あいさつで　心を繋ぐ　和木の町

【優 秀 賞】　２年    鄭　博文 さん
　　・あいさつは　心をこめて　自分から

【入　　選】　２年    西村亮祐 さん
　　・おはようと　毎日きける　友の声

【入　　選】　３年    岡本花穂 さん
　　・おはようで　声と心が　通う町

｢あいさつ運動｣応募作品審査

ポ
ス
タ
ー

標
語
作
品
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お
り
、
申
請

を
し
て
資
格
確
認
書
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

　

右
記
以
外
の
方
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利

用
す
れ
ば
、
事
前
の
手
続
き
な
く
、
高
額
療

養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超
え
る
支
払

い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
、食
事
代
（
食

事
療
養
費
）
の
軽
減
を
受
け
る
場
合
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
に
関
わ
ら
ず
申
請

が
必
要
で
す
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

重
複
受
診
と
は

・
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
こ
と
で
す
。

重
複
受
診
を
す
る
と

・
検
査
や
注
射
、
薬
の
重
複
に
よ
り
、
副
作

用
で
体
に
負
担
を
あ
た
え
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
7
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
令
和
7
年
中
に
納
め
た
も
の
で
あ

れ
ば
、
家
族
分
や
過
去
年
度
分
、
追
納
し
た
保

険
料
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
本
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
へ
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期

○
令
和
7
年
1
月
1
日
〜
9
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

　

令
和
7
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

○
令
和
7
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方

　

令
和
8
年
2
月
上
旬

問　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
5
7
0
ー
0
0
3
ー
0
0
4
）

※
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合
は
（
☎

0
3
ー
6
6
3
0
ー
2
5
2
5
）

・
初
診
料
や
検
査
料
な
ど
が
重
複
し
、
医
療

費
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

重
複
受
診
を
防
ぐ
た
め

・
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

・
専
門
医
の
診
察
が
必
要
な
場
合
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
、
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

○
医
療
費
は
、
皆
さ
ん
の
保
険
料
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

今
年
度
の
定
期
健
康
診
断
（
後
期
）
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　

11
月
1
日
㈯
〜
11
月
30
日
㈰

※
但
し
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

対
象
者　

被
爆
者
の
方
、
被
爆
二
世
の
方

実
施
場
所　

受
託
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
は
、
予
約
の
要
否
、
時
間
帯

等
を
事
前
に
ご
確
認
の
う
え
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

持
参
品

被
爆
者
の
方

・
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
診
断
受
診

者
証

・
健
康
保
険
証

被
爆
者
二
世
の
方

・
被
爆
二
世
健
康
診
断
記
録
表
（
お
持
ち
の

場
合
）

・
健
康
保
険
証

費
用　

原
則
、
自
己
負
担
な
し

問　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
岩
国
環
境

保
健
所
）
地
域
保
健
班
（
☎
29
ー
1
5
2
3
）

　

赤
い
羽
根
・
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
（
お

見
舞
金
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
次
の

基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
、
2
級
）
を
お
持

ち
の
方　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

②
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）
を
お
持
ち
の
方

5
，
0
0
0
円

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
1
、2
級
）

を
お
持
ち
の
方　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

④
ひ
と
り
親
世
帯
（
満
18
歳
未
満
の
子
の
い

る
母
子
・
父
子
世
帯
で
、
生
活
保
護
世
帯

を
除
く
）　　
　
　
　
　

 

5
，
0
0
0
円

※
子
が
ひ
と
り
増
す
ご
と
に　

1
，
0
0
0
円

⑤
長
期
入
院
者
（
自
宅
療
養
を
含
め
6
ヶ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
方
） 

5
，
0
0
0
円

⑥
在
宅
で
3
ヶ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
方　
　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

申
込
期
限　

11
月
14
日
㈮

申
込
場
所　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
印
鑑
と
手
帳
（
①
〜
③
の
方
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
の
方
等
が
代
理
で
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
本
人
と
の
関
係
が
わ
か
る
も
の
を
持

参
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※
令
和
7
年
11
月
1
日
現
在
が
基
準
日
と
な

り
ま
す
。

問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）
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町
民
相
談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

行
政
相
談

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題
、
相
続
登

記
等
及
び
空
き
家
問
題
無
料
電
話
相
談
会

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち
『
ち
ょ
こ
の
会
』

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

第
２
回
不
妊
専
門
相
談
会

特
設
人
権
相
談
所

日
時　

11
月
4
日
㈫　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所　

文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
内
容

・
差
別
や
暴
行
、
虐
待
を
受
け
た

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

・
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

・
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
さ
れ
た

　

な
ど
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問　

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
1
1
2
5
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

不
妊
・
不
育
で
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご

夫
婦
等
の
相
談
を
お
受
け
す
る
た
め
、「
不

妊
専
門
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
12
日
㈮　

15
時
〜
17
時

場
所　

M
icrosoft T

eam
s

を
用
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催

相
談
担
当
医　

徳
山
中
央
病
院
産
婦
人
科

　
　
　
　
　
　

医
師 

山
縣
芳
明
先
生

費
用　

無
料

受
付
方
法　

12
月
5
日
㈮
ま
で
に
連
絡
先
に

電
話
に
て
予
約

問　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
課

　

地
域
保
健
班
（
☎
29
ー
1
5
2
3
）

　

多
重
債
務
問
題
、
相
続
問
題
、
空
き
家
問

題
等
で
お
困
り
の
方
に
、
手
続
の
ご
説
明
等

の
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈯　

10
時
〜
15
時

相
談
受
付
電
話
番
号　

0
1
2
0
ー
0
0
3
ー
8
2
1

問　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
☎
0
8
3
ー
9
7
6
ー
8
7
2
0
）

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い
を

持
っ
た
方
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な
自
立

を
促
し
、
社
会
参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈬　

14
時
30
分
〜
15
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
13
日
㈭　

9
時
30
分
〜
11
時

場
所　

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問　
「
は
っ
ち
ー
ず
」
事
務
局

 （
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　
日
時　

11
月
15
日
㈯

　
　
　

受
付 

11
時
30
分
〜
12
時

場
所　

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費　

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　
　

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法　

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た

め
、
12
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問　

町
民
相
談
室
（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催　

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時　

11
月
19
日
㈬　

9
時
〜
12
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
21
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問　

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
4
日
、
11
日
、
18
日

　
　
　

9
時
〜
17
時

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
25
日
は
お
休
み
で
す
）

場
所　

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員　

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問　

役
場
議
会
棟
相
談
室（

☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時　

11
月
27
日
㈭　

10
時
〜
13
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
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令
和
８
年
度
和
木
こ
ど
も
園
入
園
説
明
会

令
和
８
年
度
わ
き
っ
こ
ク
ラ
ブ
新
規
・

継
続
利
用
者
の
募
集
に
つ
い
て

令
和
８
年
度 

こ
ど
も
園
・
保
育
園
等

申
込
に
つ
い
て（
２
号
・
３
号
）

和
木
大
学
生
徒
募
集

文
化
会
館
空
調
設
備
改
修
工
事
に

伴
う
空
調
の
使
用
に
つ
い
て

※
期
限
内
に
入
園
申
込
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
入
園
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
必
ず

期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

対
象

1
・
2
号《
新
年
長
・
新
年
中
・
新
年
少
》

　

現
在
、
和
木
こ
ど
も
園
に
在
籍
し
て
い
な

い
方
で
、
令
和
2
年
4
月
2
日
〜
令
和
5
年

4
月
1
日
生
の
入
園
希
望
の
方

3
号《
3
歳
未
満
児
》

　

令
和
5
年
4
月
2
日
生
以
降
の
希
望
の
方

※
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合
に
、
詳

し
い
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

入
園
等
説
明
会（
1
・
2
・
3
号
）

日
時
　
11
月
28
日
㈮　

15
時
〜

内
容

1
・
2
号

　

入
園
に
関
す
る
説
明
（
持
ち
物
・
身
だ
し

な
み
等
）、
申
請
書
及
び
面
談
票
、
制
服
申

込
書
の
配
布

3
号

　

こ
ど
も
園
の
説
明
、
申
請
書
の
配
布

※
3
号
は
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合

に
、
再
度
詳
し
い
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

持
参
物
　
筆
記
用
具
・
保
護
者
用
室
内
履
き
・

靴
を
い
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

※
保
護
者
の
み
の
参
加
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
難
し
い
方
は
お
子
さ
ま
と
一
緒
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

駐
車
場
　
こ
ど
も
園
園
庭

新
入
園
児
面
談
（
1
・
2
号
）

日
時
　
12
月
16
日
㈫　

14
時
30
分
〜
14
時
50

分
受
付

内
容
　
面
談
、
制
服
採
寸

対
象
（
保
育
を
ご
希
望
の
場
合
）

　

児
童
の
父
母
、
同
居
の
親
族
及
び
児
童
の

養
育
を
さ
れ
て
い
る
方
が
、
就
業
、
病
気
な

ど
の
理
由
で
児
童
の
保
育
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
場
合
。

申
請
書
配
布　

11
月
25
日
㈫
〜

和
木
こ
ど
も
園
を
ご
希
望
の
場
合

受
付
期
間　

令
和
8
年
1
月
5
日
㈪
〜
令
和

8
年
1
月
30
日
㈮

受
付
及
び
申
請
書
配
布
場
所

　

和
木
こ
ど
も
園

※
申
請
書
は
こ
ど
も
園
の
入
園
説
明
会
で
も

配
布
し
ま
す
。

入
園
決
定　

令
和
8
年
3
月
上
旬
（
予
定
）

※
年
齢
別
の
定
員
を
超
え
る
入
園
希
望
が

あ
っ
た
場
合
は
、
選
考
で
決
定
し
ま
す
。

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
選
考
に
外
れ

た
場
合
は
、
近
隣
市
町
の
施
設
を
検
討
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
近
隣
市
町

の
申
込
期
限
は
和
木
こ
ど
も
園
よ
り
早
い

た
め
、
入
園
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

和
木
こ
ど
も
園
と
合
わ
せ
て
町
外
の
施
設

を
申
込
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月
25
日
㈫
〜
12

月
17
日
㈬
の
受
付
期
間
内
に
、
教
育
委
員
会

事
務
局
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

町
外
の
施
設
（
幼
稚
園
や
保
育
園
等
）
を
ご

希
望
の
場
合

受
付
期
間　

11
月
25
日
㈫
〜
12
月
17
日
㈬

受
付
及
び
申
請
書
配
布
場
所

　

教
育
委
員
会
事
務
局
（
文
化
会
館
1
階
）

※
現
在
、
ご
利
用
中
の
方
に
は
、
継
続
利
用

の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

持
参
物
　
記
入
し
た
面
談
票
・
保
護
者
用
室

内
履
き
・
靴
を
い
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

※
お
子
さ
ま
と
一
緒
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※
３
号
は
入
園
が
決
定
し
た
場
合
に
、
面
談

を
行
い
ま
す
。

駐
車
場
　
こ
ど
も
園
園
庭

場
所
・
問　
和
木
こ
ど
も
園（
☎
52
ー
2
7
0
7
）

　
令
和
8
年
度
利
用
者
を
対
象
に
、わ
き
っ
こ
ク

ラ
ブ
利
用
者
募
集
を
12
月
1
日
㈪
か
ら
始
め
ま
す
。

　

申
込
書
の
配
布
や
提
出
、
利
用
条
件
は
次
の

と
お
り
で
す
。
4
月
か
ら
の
継
続
利
用
を
希
望

の
方
も
、必
ず
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
布
及
び
提
出
場
所
　
わ
き
っ
こ
ク

ラ
ブ

提
出
書
類
　
申
込
書
・
就
労
証
明
書

申
込
期
間
　
12
月
1
日
㈪
〜
令
和
8
年
1
月

30
日
㈮

利
用
条
件

　

就
労
等
で
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の

児
童
で
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
に
利

用
が
で
き
ま
す
。

○
授
業
終
了
後
、
お
お
む
ね
2
時
間
以
上
、

月
に
15
日
以
上
仕
事
等
で
保
護
者
が
保
育

で
き
な
い
場
合
な
ど
。

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間

○
長
期
休
業
中
以
外

　

平
日
14
時
〜
18
時
30
分
ま
で

　
（
土
曜
日
は
8
時
〜
17
時
）

○
長
期
休
業
中
：
8
時
〜
18
時
30
分
ま
で

　
（
土
曜
日
は
8
時
〜
17
時
）

問　

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　
　

わ
き
っ
こ
ク
ラ
ブ
（
☎
53
ー
2
6
5
6
）

　

次
の
期
間
は
文
化
会
館
の
空
調
設
備
改

修
工
事
の
た
め
、
空
調
が
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

令
和
8
年
2
月
20
日
㈮
〜
令
和
8

年
3
月
中
旬
（
予
定
）

対
象　

ホ
ー
ル
、
講
習
室
、
研
修
室
、
視
聴

覚
室
、
ホ
ワ
イ
エ

※
ホ
ー
ル
や
部
屋
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

問
　
教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　

町
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
健
康
学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
題
材
は
介
護
予
防
、
防
犯
と

詐
欺
に
つ
い
て
な
ど
身
近
な
も
の
で
す
。
年
度

内
に
開
講
さ
れ
る
所
定
の
講
座
の
半
数
以
上
に

出
席
し
、
人
権
教
育
の
講
座
も
受
け
た
方
は
進

級
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
永
世
名
誉
教
授
を

め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

　

入
学
希
望
の
方
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
入
学
願
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

願
書
は
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

問
　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

15



ふ
る
さ
と
の
魅
力
体
験
ツ
ア
ー

和
木
保
育
所
解
体
工
事
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

広
島
広
域
都
市
圏

タ
ー
か
わ
も
と
（
レ
ー
ル
バ
イ
ク
）、
島
根

県
立
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス
（
見
学
）

旅
行
代
金　
1
9
，
0
0
0
円
／
組
※（
昼

食
代
込
み
）

※
小
学
生
1
名
と
大
人
1
名
。
小
学
生
1
名

　

追
加
の
場
合
8
，
5
0
0
円

募
集
人
員　

ペ
ア
15
組
（
30
名
）

※
最
少
催
行
人
員
20
名
、
定
員
に
達
し
次
第

募
集
終
了

主
催
　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

旅
行
企
画
・
実
施　

広
交
観
光
株
式
会
社

申
・
問　

広
交
観
光
株
式
会
社

（
☎
0
8
2
ー
2
3
8
ー
4
9
3
0
）

海
上
自
衛
隊
第
1
術
科
学
校
見
学（
江
田
島

市
）
と
熊
野
化
粧
筆
作
り
体
験（
熊
野
町
）

対
象
　
圏
域
内
市
町
に
在
住
又
は
通
学
す
る

小
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

日
時
　
11
月
29
日
㈯　

集
合
8
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
散
17
時
10
分

集
合
場
所
　
広
島
駅
新
幹
線
口
（
広
島
市
南

区
松
原
町
2
番
37
号
）

内
容
　
晃
祐
堂
化
粧
筆
工
房
（
化
粧
筆
作
り

体
験
）、
海
上
自
衛
隊
第
1
術
科
学
校
（
旧

海
軍
兵
学
校
跡
地
）（
見
学
）

旅
行
代
金
　
1
8
，
0
0
0
円
／
組
※（
昼

食
代
込
み
）

※
小
学
生
1
名
と
大
人
1
名
。
小
学
生
1
名

　

追
加
の
場
合
8
，
0
0
0
円

募
集
人
員
　
ペ
ア
15
組
（
30
名
）

※
最
少
催
行
人
員
20
名
、
定
員
に
達
し
次
第

募
集
終
了

主
催
　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

旅
行
企
画
・
実
施　

広
交
観
光
株
式
会
社

申
・
問　

広
交
観
光
株
式
会
社

（
☎
0
8
2
ー
2
3
8
ー
4
9
3
0
）

⑺
申
込
者
・
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
方

申
込
受
付
期
間
等

⑴
申
込
受
付
期
間

　

随
時
（
役
場
閉
庁
日
を
除
く
。）

⑵
受
付
時
間 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

申
込
に
必
要
な
書
類
等

⑴
申
込
書　

役
場
都
市
建
設
課
（
3
階
）、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

⑵
公
的
機
関
が
発
行
す
る
所
得
を
証
明
す
る

書
類
（
所
得
証
明
書
、課
税
証
明
書
な
ど
）

⑶
地
方
税
に
滞
納
の
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
（
完
納
証
明
書
等
）

⑷
住
民
票
（
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
、
全
員

の
住
民
票
）

⑸
そ
の
他
、
町
が
提
出
を
求
め
る
書
類
（
障

害
者
手
帳
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
な
ど
）

決
定
方
法

　

申
込
が
あ
っ
た
場
合
、
先
着
順
で
入
居
を

決
定
し
ま
す
。

注
意
事
項　

ペ
ッ
ト
不
可

申
・
問
　
都
市
建
設
課（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

旧
三
江
線
で
レ
ー
ル
バ
イ
ク
体
験（
川
本
町
）

と
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス（
出
雲
市
）

対
象　

圏
域
内
市
町
に
在
住
又
は
通
学
す
る

小
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

日
時　

11
月
22
日
㈯　

集
合
8
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
散
19
時
40
分

集
合
場
所　

広
島
駅
新
幹
線
口
（
広
島
市
南

区
松
原
町
2
番
37
号
）

内
容　

道
の
駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

募
集
住
宅
　

⑴
緑
ヶ
丘
団
地
第
2
棟　

1
戸

　

3
0
1
号
（
3
階
）

　

和
木
町
関
ヶ
浜
2
丁
目
5
番

⑵
坂
根
団
地
第
2
棟　

1
戸　

　

2
0
1
号
（
2
階
）

　

和
木
町
瀬
田
2
丁
目
5
番

構
造

⑴
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

築
6
年

　

5
階
建　

2
Ｄ
Ｋ　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付

⑵
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

築
35
年

　

3
階
建　

3
Ｄ
Ｋ　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無

家
賃

⑴
2
0
，5
0
0
円
〜
4
0
，3
0
0
円

（
共
益
費
別
）

⑵
2
0
，8
0
0
円
〜
4
0
，8
0
0
円

（
共
益
費
別
）

駐
車
場
　

　

1
台
／
戸　

※
2
台
目
以
降
の
駐
車
場

は
、
入
居
者
が
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

⑴
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

と
す
る
方
（
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
）

⑵
現
に
同
居
し
て
い
る
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
い
る
方
（
2
名
以
上
で

入
居
で
き
る
方
）

⑶
入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
全
員
の
収
入
合

計
が
収
入
基
準
の
範
囲
内
に
あ
る
方

⑷
連
帯
保
証
人
が
お
ら
れ
る
方

⑸
現
在
、公
営
住
宅（
県
営
、市
区
町
村
営
等
）

に
入
居
し
て
い
な
い
方

⑹
入
居
を
希
望
す
る
家
族
全
員
が
地
方
税
に

滞
納
の
な
い
方

敬
老
金
を
受
け
と
ら
れ
る
皆
さ
ま
へ

敬
老
金
の
支
給
申
請
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

　

町
で
は
75
歳
以
上
で
1
年
以
上
和
木
町
に

居
住
し
て
お
ら
れ
る
（
住
民
登
録
の
あ
る
）

方
に
敬
老
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
以
前

ま
で
は
、
そ
の
都
度
申
請
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
前
回
（
令
和
7
年
6
月

10
日
支
給
分
）申
請
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、

今
回
（
令
和
7
年
12
月
10
日
支
給
分
）
か
ら

申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
一

度
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
次
回
以
降

の
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
訪
問
に
よ
る
押
印
や

申
請
書
の
提
出
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
金
額
や
振
り
込
み
日
に
つ
い
て
は

広
報
わ
き
（
6
月
・
12
月
号
）
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

新
規
対
象
の
方
、
前
回
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
方
、
振
込
先
の
口
座
を
変
更
し
た
い
方

は
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、
保
健
福
祉
課
へ

申
請
が
必
要
で
す
。

　

期
限
内
に
申
請
が
な
い
時
は
、
支
給
日
に

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

保
育
所
解
体
工
事
を
10
月
22
日
よ
り
開
始

し
て
お
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
道
路
の

通
行
制
限
等
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）
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和
木
町
文
化
祭
　
芸
能
祭

山
口
県
民
手
帳
の
販
売
を
開
始
し
ま
す

「
税
を
考
え
る
週
間
」

テ
ー
マ
：
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て

自
衛
隊
奨
学
生

　山口県各地から選りすぐりの人気アイスが大集合した「Yamaguchi Sweet Ice 
Dream」が１０月５日に蜂ヶ峯総合公園 Bee＋エリアで開催され、スタッフとして
参加しました。気に入ったアイスを笑顔で持ち帰る様子が見られて、大
変嬉しかったです。
　また、イベントの中で岩国市のご当地ヒーロー「清流光神ハクジャオー」
のショーも開催され、先輩協力隊員の村井さんと司会をさせていただき
ました。地域愛あふれるキャラクター性で絶大な人気を誇るハクジャオー
と、このような形で関わることができて大変光栄に思います。貴重な機
会を作ってくださった関係者の方々、ご来場くださった皆さま、誠にあ
りがとうございました。

３代目地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」３代目地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」３代目地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」

【活動トピックス】

　「２０２５和木町女性消防隊 全国大会編」をお送りします。全国大会は今年で通算 7度目の出場の女性消防隊。
今年はどのような活躍を見せるのでしょう
か。ぜひご覧ください。放送予定日は１１
月１７日（月）～３０日 (日 ) です。
　また、「県大会編」を１１月９日（日）
まで放送しております。隊員全員の成長と
情熱が伝わる番組に仕上げましたので、こ
ちらもぜひご覧ください。

【今月の番組】

県大会の様子 激励式での実技披露

迫力満点のヒーローショー

司会の様子

　

山
口
県
民
手
帳
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
、
企
画
総
務

課
に
て
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格　

1
冊
6
6
0
円
（
税
込
）

販
売
期
間　

令
和
8
年
1
月
30
日
㈮
ま
で

販
売
場
所　

企
画
総
務
課
（
役
場
2
階
）

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
販
売
終
了
し
ま
す
。

申
・
問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

期
間　

11
月
11
日
㈫
〜
11
月
17
日
㈪

税
の
無
料
相
談

日
時　

11
月
15
日
㈯　

10
時
〜
16
時

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店
2
階

　
　
　

特
設
会
場

相
談
員　

中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

税
に
関
す
る
作
文
・
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

日
時　

11
月
11
日
㈫
〜
11
月
17
日
㈪

場
所　

岩
国
市
役
所
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店
2
階

　
　
　

特
設
会
場

問
　
岩
国
税
務
署
（
☎
22
ー
0
1
1
1
）

応
募
資
格　

大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
門

学
校
等
で
理
学
、
工
学
、
文
学
ま
た
は
法
学

を
専
攻
し
、
卒
業
後
自
衛
隊
入
隊
希
望
の
方

試
験
日　

令
和
8
年
2
月
22
日
㈰

試
験
種
目　

筆
記
試
験
、口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

申
込
期
限　

令
和
8
年
1
月
30
日
㈮ 

問　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

日
時　

11
月
9
日
㈰　

式　

典　

12
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

芸
能
祭　

13
時
〜

会
場　

和
木
町
文
化
会
館
ホ
ー
ル

出
演
団
体
（
出
演
順
）

○
コ
ー
ラ
ス
「
あ
ひ
る
」

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
Ｃ
o
o

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

○
和
木
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会

○
馨
風
流
吟
剣
詩
舞
道

○
ナ
ニ　

モ
ハ
ラ

○
邦
楽　

生
田
流
正
派　

桃
の
会

○
プ
チ
マ
マ
コ
ー
ラ
ス

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

○
民
踊
部 

さ
く
ら

○
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル　

A
B
E
A
T
ク
ラ
ブ

○
ナ
メ
ア　

フ
ラ　

オ　

イ
カ
ラ‘
イ

○
は
っ
ち
弦
楽
合
奏
団

○
A
M
M

○
四
境
太
鼓

主
催　

和
木
町
文
化
協
会

後
援　

和
木
町
・
和
木
町
教
育
委
員
会

問
　
和
木
町
文
化
協
会

　
　
（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

国勢調査にご協力を
ありがとうございました

　調査結果は、防災対策、社
会福祉、雇用対策、生活環境
の整備など、私たちの暮らしの
ために役立てられます。
問　企画総務課（☎52-2136）
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企画総務課（☎５２－２１３６）

公共交通利用経費を補助します！

対象団体

対象経費

申請の流れ

申・問

自治会、ＰＴＡ、こども会、障害者関係団体、老人クラブ、商工会など
※団体の規約等を設けていること、構成員の過半数が地域の住民や事業者であることなど、各種条件があります。

※書類の提出期間は「活動を実施する月の前月１日から活動実施日の概ね２週間前まで」と
なっていますが、現在申込が非常に多く、「活動を実施する月の前月１日」には予算枠がいっ
ぱいとなる状況です。お早めにご相談ください（例として、１月１０日に活動する場合、
１２月１日に書類を不備のない状態で役場企画総務課までご提出いただくイメージです。）。
なお、事前協議なく活動実施した場合は対象外となります。

【広島広域都市圏】
広島市、呉市、竹原市、三原市、三次市、大竹市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、
江田島市、府中町、海田町、熊野町、坂町、安芸太田町、北広島町、大崎上島町、世羅町、岩国市、柳井市、周防大島町、和木町、
上関町、田布施町、平生町、出雲市、浜田市、益田市、飯南町、川本町、美郷町、邑南町、吉賀町
【松山圏域】
伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町

（１）事前協議（書類の提出）
（２）活動実施
（３）交付申請・請求

公共交通型

貸切バス型

３名以上

１０名以上

ＪＲ在来線、アストラムライン、路面電車などの実費
（新幹線や乗用タクシーは対象外）
貸切バスの利用料金
（バス借上料のみで、有料道路代や駐車場代は除く）

必要参加人数 対　象　経　費

※広島広域都市圏内（３３市町）及び松山圏域内（５市町）での活動が対象です

団体間交流、イベント出展、地域資源の視察等
（広島広域都市圏交流活動促進事業）

沖灰場・新地地区の皆さまは三井化学記念体育館に避難を開始してください。
（地震被害を想定し徒歩で避難してください。準備されていれば、
　ヘルメットを着用し、防災リュック等を携行してください。）

リュック
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ス
ポ
ー
ツ

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

開催日
場　所
成　績

９月２３日
光市スポーツ公園
優勝（雨天特別ルール）

■ 令和7年度山口県スポーツ大会

開催日
場　所
成　績

９月１５日
蜂ヶ峯総合公園グラウンド
３位

■ 第43回和木町近郊ソフトボール大会

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
女
子
）

開催日
場　所
成　績

９月２８日
周南緑地公園
準優勝

■ 第7回周南市近郊小学生ソフトボール大会

開催日
場　所
成　績

８月２４日
戸田小学校
Ｂブロック　優勝

■ ＱＢＳ杯2025

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
男
子
）

開催日
場　所
成　績

９月７日
西部体育館
準優勝

■ ときわライオンズクラブ杯

開催日
場　所
成　績

８月３０日
岩国市総合体育館
準優勝

■ 平田キッズカップ2025

体
育
協
会

〇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

和
木
町
近
郊
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
　
時
　
12
月
7
日
㈰
　
9
時
〜

場
　
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー
・
和
木
中
学
校
体

育
館

主
　
催
　
和
木
町
体
育
協
会

種
　
目

男
子
　
A
級
複
・
B
級
複
・
C
級
複
・
D
級
複

女
子
　
A
級
複
・
B
級
複
・
C
級
複
・
D
級
複

※
D
級
複
は
経
験
2
年
未
満
、
70
歳
以
上
対

象
試
合
方
法
　
予
選
リ
ー
グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

参
加
料
　
一
般
　
1
，
5
0
0
円
／
名
　
高

校
生
1
，0
0
0
円
／
名
（
郵
便
振
替
徴
収
）

申
込
方
法
　
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
申
込
み

申
込
期
限
　
11
月
27
日
㈭
　
必
着

問
　
体
育
協
会
事
務
局（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
） 

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

和
木
町
冬
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
　
時
　
12
月
20
日
㈯

　
　
　
　
9
時
〜
13
時
（
雨
天
順
延
）

場
　
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー
庭
球
場

主
　
催
　
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

参
加
料
　
1
，
0
0
0
円
／
1
ペ
ア

　
　
　
　（
大
会
当
日
徴
収
）

試
合
方
法
　
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則
に
沿
っ
て
進
行
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
申
込
み

申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈯

問
　
体
育
協
会
事
務
局（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
） 

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

県３冠達成！（全国予選春・夏・県大会）
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【指導者】　和木町体育協会　バドミントン部・卓球部

申・問　体育センター（☎52 - 2 8 1 1）

■対　　象

■日　　時

■保 険 料

■申込期間

全１２回

和木町スポーツ教室

主催 : 和木町体育センター
令和７年度　後期

種目　〇卓　球　〇バドミントン

卓球（小学３年生以上）
バドミントン（小学４年生以上）
１２月６日～３月７日（毎週土曜日）
※１/３、２/７は休館のためお休みです。
９時３０分～１１時３０分
中学生以下　   ８５０円
６４歳以下　１,９００円
６５歳以上　１,２５０円
１１月４日（火）～１１月２１日（金）
※定員（２０名）に達した場合は
　申込みを終了します。

〇

〇

〇
〇

〇

〇

開講期間が終了して自主的に継続される場合は、別途体育センター使用
料ならびに使用申請書の提出が必要となりますのでご注意ください。
保険料は申込提出時に一緒にお支払いいただき、受付後の返却は一切い
たしません。
令和７年度の前期教室を受講された方は保険料が無料になります。
教室開講後、教材費が発生した場合はそれぞれの教室で別途お支払いく
ださい。
用具等は各自でご用意ください。※体育センターでの貸出しもあります
が数に限りがあります。
日程等は都合により変更または中止となることがありますのでご了承く
ださい。
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住民サービス課（☎５２－２１９４）

汚れたプラマーク類等の
出し方について

≪ポスターの部≫
【最優秀賞】藤本　真帆さん（中１）
【優 秀 賞】黒河てまりさん（中２）
【入　　選】小田望々華さん（中１）
　　　　　　山本　紗瑛さん（小６）
　　　　　　灘本　葉月さん（小６）

【最優秀賞】
藤本　真帆さんの作品

　「動物の適正飼養」をテーマにポスター及び標語を募集したところ、ポスター２２作品、標語２０１作品の
応募がありました。
　審査結果は次のとおりです。たくさんのご応募ありがとうございました。

≪標語・小学生の部≫
【最優秀賞】松本　華怜さん（小１） 
　かわないで　えさだけあげるの　かわいそう
【優 秀 賞】足立　蒼樹さん（小３）
　かいぬしさん　わすれものだよ　犬のフン
【入　　選】髙﨑　　琴さん（小４）
　　　　　　村木　陽香さん（小５）
　　　　　　阿品　丞祐さん（小６）

≪標語・中学生の部≫
【最優秀賞】村重　海斗さん（中１）　　　　　
　想い出せ‼　飼いたて当時の　責任感
【優 秀 賞】山本　花穂さん（中３）
　動物は　生涯つき合う　パートナー
【入　　選】佐々木明莉さん（中１）

動物の適正飼養啓発ポスター・標語応募作品　審査結果

　７月から野良猫対策用品の貸し出しを始めていま
すが、「野良猫が来なくなった」、「同じものを購入
したい」など効果を感じる方が多いようです。
　猫の侵入を完全に防ぐことは困難ですが、個人で
野良猫対策用品を購入する前に試してみてはいかが
でしょうか？音が出たり臭いがしますので、お試し
の際は、個人の責任においてご使用ください。
　なお、多くの方に試していただくため、貸出期間
は２週間とさせていただきます。
　また数に限りがありますので、ご希望に添えない
場合はご了承ください。

～野良猫を
　　減らしていくために～

不定期連載

猫の被害を減らすためのお試し用品を
貸し出します

申・問　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局
　　　　（住民サービス課）（☎５２－２１９４）

※お試しいただくのは、
　動物撃退器（超音波）
　と忌避剤になります。

　洗っても汚れの落ちないプラマーク類は、リサイクル
できませんので、焼却ごみとして出してください。

調味料の小袋 食品・惣菜のラップ マヨネーズ・歯磨き粉
などチューブ類

レトルト食品・
詰め替え用洗剤
などの袋類

　バケツ、洗面器、タッパーなど、製品そのものがプラ
スチック製の物やジョイントマットには基本的に　　
マークはありませんので、金属・不燃ごみの日に指定袋
に入れて出してください。

【優秀賞】
黒河てまりさんの作品
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カーリース

三井化学 第２４回秋まつり開催

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 243

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

カーリースのトラブル
に気を付けよう

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

カ
ー
リ
ー
ス
は
毎
月
ほ
ぼ
一

定
の
料
金
で
車
を
利
用
で
き
る

と
い
う
利
点
が
あ
る
一
方
、
契

約
期
間
中
の
中
途
解
約
や
契
約

満
了
時
の
車
の
返
却
方
法
、
残

価
の
支
払
い
方
法
等
に
関
し
て

ト
ラ
ブ
ル
が
お
こ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

利
用
の
際
は
、
カ
ー
リ
ー
ス
の

仕
組
み
を
十
分
に
理
解
し
た
上

で
、
自
身
の
車
の
利
用
ス
タ
イ

ル
に
あ
っ
て
い
る
か
し
っ
か
り

と
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
相
談
】

　

軽
自
動
車
を
分
割
払
い
で
買
う

よ
う
勧
め
ら
れ
た
。
契
約
内
容
を

確
認
す
る
と
カ
ー
リ
ー
ス
を
利
用

す
る
契
約
だ
っ
た
。
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
そ
の
場
で
は
契
約

し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
も
引
き

続
き
勧
誘
さ
れ
て
い
る
。
カ
ー

リ
ー
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
注
意

す
る
こ
と
は
あ
る
か
。　

【
回
答
】

　

カ
ー
リ
ー
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
契
約
期
間
、
残
価
設
定
の
有

無
、
支
払
総
額
と
支
払
時
期
、
走

行
距
離
制
限
等
の
利
用
制
限
の
有

無
、
解
約
条
件
、
契
約
満
了
時
の

車
の
返
却
や
残
価
の
精
算
方
法
等

を
中
心
に
説
明
を
受
け
、
説
明
と

契
約
に
相
違
が
な
い
か
を
確
認
す

る
よ
う
助
言
し
た
。　

和

木

短

歌

会

無
機
質
の
部
屋
か
ら
眺
め
し
絆
ス
タ
ジ
ア
ム

父
と
過
ご
し
た
夏
の
終
わ
り
よ

井
口
美
智
子

敬
老
会
夫
の
祝
い
の
商
品
券

す
ぐ
に
賜
る
買
物
係
が

清
水　

敬
子

帽
子
脱
ぎ
た
め
息
も
れ
る
鏡
前

も
う
こ
ん
な
に
と
白
髪
を
つ
ま
む

ま
だ
か
な
と
孫
の
誕
生
待
ち
侘
び
て

電
話
な
る
た
び
ド
キ
ド
キ
し
ま
す

中
礒　

和
子

泉
原　

節
子

寒
蝉
の
郷
愁
誘
う
鳴
き
声
は

む
か
し
む
か
し
の
夏
休
み
帳

藤
川　

洋
子

夏
病
み
の
咳
は
朝
晩
ぬ
け
き
ら
ず

わ
れ
の
養
分
か
ら
め
と
り
ゆ
く

兼
本　

信
昌

灰
岡　

裕
美

Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭
の
検
査
の
三
十
分

般
若
心
経
十
回
と
な
え
る

今月の納税
　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
8
）

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

町
営
住
宅
使
用
料 

　
　
　
　
　
　
11
月
分

国
民
健
康
保
険
料 

　
　
　
　
　
　
5
期
分

介
護
保
険
料 

　
　
　
　
　
　
　
　
5
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

　
　
　
5
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

上
下
水
道
使
用
料 

　
　
　
　
9
・
10
月
分

・・・・・・・・・・・
　
　

※
納
期
限
は
12
月
1
日
㈪
で
す
。

　広報わきやアイ・キャン和木
ちゃんねる文字放送に掲載した写
真を無料で差し上げます。
　ご希望の方（写真に写っている
本人またはそのご家族）はご連絡
ください。

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

問　企画総務課（☎52-2136）

　キャラクターショーや豪華ゲストによるステージイベントをはじめ、キッ
チンカーや工場見学、体験イベント、お子さま向けゲームコーナーなど、様々
な企画で皆さまのご来場をお待ちしております。
日時：１１月１６日（日）９時４５分～１５時
場所：三井化学 岩国工場グラウンド
　　　　（和木町和木６－１－２）JR 和木駅より徒歩８分
※駐車場はございませんので公共交通機関や徒歩等でお越しください。
　路上駐車、空地への無断駐車は、近隣の住民の皆さまに大変なご迷惑とな
りますのでご遠慮ください。
問　三井化学株式会社岩国大竹工場総務部総務グループ（☎５３－９０１０）
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令和7年10月1日現在
総人口　5,625人（－55）
世帯数　2,560世帯（－51）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,870人（－47人）男　2,755人（－8人）
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和木町内のイベントの模様やお役立ち情報を放送しています。

「出前町長室」を

開催します

　開かれた町政を実現するため、町民の皆さま

から様々なご意見をいただき、今後の町政に反

映させるため、「出前町長室」を開催します。

ぜひお越しください。

　どの会場にお越しいただいてもかまいません。

　皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

　町では、老朽化した現在の給食センターを更新し、よ
り安全で衛生的な学校給食の提供体制を整えるため、「和
木町学校給食センター整備事業」を進めています。これ
まで候補地について検討を行っていきましたが、このた
び、関ヶ浜地区を建設予定地とすることに決定しました。
　今後は、周辺住民の皆さまへの説明会の開催や、関係
機関との協議を進めながら、令和１２年度の供用開始を
目指し、準備を進めてまいります。

問　教育委員会事務局（☎５３－３１２３）

１１月１４日（金）

期　　日 開　催　会　場

和木５丁目集会所

公民館関ヶ浜分館

公民館瀬田分館

総合コミュニティセンター
（３階集会室）

１１月１７日（月）

１１月１８日（火）

１１月２５日（火）

問　企画総務課（☎５２－２１３６）

※開催時間はいずれの会場も
　１８時３０分から２０時までを予定

和木町学校給食センター

建設予定地が決まりました！

小  瀬  川

県道北中山岩国線

町営緑ヶ丘団地

関ヶ浜二丁目集会所

関ヶ浜一丁目

小　瀬　川
工業用水道
事　務　所

給食センター建設予定地
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